
－ 農林部 B18 －

平成25年度予算見積調書(2月補正予算)

B18

課室名:課室名:農林総合研究センター

内線:内線:4082

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

昭和27年度～

会計 款 項 目

一般会
計

農業費農林水
産業費

農業研究費

説明事業

農林総合研究センター費

戦略項目

担当名:担当名:総務･企画･試験研究調整担当

農業改良助長法、地力増進法、土壌汚染対策法、主要農作物種

子法

08　　　埼玉農業の競争力強化

030201　収益力ある農業の確立

予算額

決定額 △4,630△4,630

現計額 71,67571,675

△50△50

879879

△127△127

405405 6,1426,142

△4,453△4,453

38,80438,804 25,44525,445

67,04567,045

使用料
補正後の

及び手数料
予算額

財　　源　　内　　訳

国庫支出金 財産収入 諸収入
一般財源

番号

農林総合研究センター試験研究費

１　事業概要

　埼玉農業の競争力を強化するため、栽培管理技術の開

発や、新品種の育成などの試験研究を実施する。

（１）安全・安心農産物生産技術　　     △2,039千円

（２）本県オリジナル品種育成・栽培技術　 　△1千円

（３）低コスト・省力生産技術　　 　　    △821千円

（４）環境調和生産技術　　　              △50千円

（５）調査研究 　　　　　　 　  　 　　△1,719千円

２　事業主体及び負担区分

　　（国10/10、県0）

    （団体10/10、県0）

　　（県10/10）

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

 　　人件費

　  9,500千円×85人＝807,500千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　安全・安心な農産物生産技術の開発 　　　　　　　　　　　　 9,516千円
　　イ　本県オリジナル品種の育成と栽培管理技術の開発　　　　 　　13,291千円
　　ウ　低コスト・省力生産技術の開発 　　　　　　　　　　　　　　13,153千円
　　エ　環境に調和した生産技術の開発                 　 　 　　　 2,300千円
　　オ　調査研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 28,785千円

（２）事業計画（目標、達成水準、今後の計画等）
　　ア　安全・安心な農産物生産技術の開発 　　　　　　　　　　　　10課題（うち新規　2）
　　イ　本県オリジナル品種の育成と栽培管理技術の開発　　　　 　　12課題（うち新規　1）
　　ウ　低コスト・省力生産技術の開発 　　　　　　　　　　　　　　12課題（うち新規　4）
　　エ　環境に調和した生産技術の開発                 　 　 　　　 2課題（うち新規　0）
　　オ　調査研究     　　　　　　 　　　            　　　 　　　18課題 (うち新規　4)

（３）事業効果

　　エ　環境に調和した生産技術の開発：国庫委託金の減少に伴う減額。

　　　新品種、開発された新技術が普及されることにより、本県農業の発展を支える。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　独立行政法人、都道府県、大学、民間企業や農業者と共同して国庫資金等を活用して研究開発を実施する。
　　　また、農業関係団体、民間企業や農業者から委託を受け、問題解決のための試験研究を行う。

（５）補正予算の概要
　　ア　安全・安心な農産物生産技術の開発：諸収入の減少に伴う減額。
　　イ　本県オリジナル品種の育成と栽培管理技術の開発：諸収入の減少に伴う減額。
　　ウ　低コスト・省力生産技術の開発：諸収入の減少に伴う減額。

(単位：千円)

　　オ　調査研究：使用料･手数料及び諸収入の減少に伴う減額。

分野施策


